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線量評価の主な変更内容

 線源の追加（タンクＧ３エリア，Ｊ１エリア）
→線源の追加（タンクＧ３エリア，Ｊ１エリア）等を考慮し，
評価を実施。

※一部の線源（タンクＧ６エリア，ろ過水タンク等）については，線源強度
を実質的な値に見直し。

 評価方法の変更
→敷地境界線上に多数の評価地点を設置し，各地点について
評価を実施。

→地形の高低差（エレべーション）を考慮し，各地点につい
て評価を実施。

タンク類の増設等に伴い，敷地境界線量が変更。
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１．現在の評価

免震重要棟

伐採木

伐採木

使用済Ｃｓ吸着塔一時保管施設

蒸発濃縮

廃液用

キャスク仮保管設備

固体廃棄物貯蔵庫

瓦礫・伐採木

瓦礫・伐採木

瓦礫・伐採木

北エリア
西エリア
南西エリア
南エリア

高濃度滞留水受タンク

廃スラッジ一時保管施設
使用済Ｃｓ吸着塔仮保管施設

ＲＯ濃縮水

一時貯槽

ＲＯ濃縮

水貯槽

受タンク類

ＳＰＴ

Ａポイント

西エリア評価ポイント

南エリア評価ポイント
北エリア評価ポイント

南西エリア評価ポイント

※南西エリアの評価ポイントは，各施設
　（タンク類）毎に敷地境界までの最短距
　離を採用している。

（南エリア）

約7.8mSv/年「概算値」
主な施設：

・RO濃縮水貯槽
・使用済セシウム吸着
塔一時保管施設 etc

（南西エリア）
約1.4mSv/年「概算値」
主な施設：
・RO濃縮水貯槽
・貯留設備
・伐採木・瓦礫類一時保
管施設 etc

（西エリア）
約1.3mSv/年
主な施設：
・使用済燃料乾式キャスク
仮保管設備
・固体廃棄物貯蔵庫 etc

（北エリア）
約0.51mSv/年
主な施設：
・瓦礫類一時保管施設
・伐採木一時保管施設 etc

現在の実施計画書では、４つに分けたエリアのうち線量が最大となるエリアの評価値
（約7.8mSv/年）を実効線量に採用している。
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H1
E

H4

H8

H３
H２

H5

H６
C

セシウム吸着塔

一時保管施設

G4

G3

今回評価に追加したタンク

敷地境界線

 NN

G6

J1

２．線源の追加等（タンクエリアの配置）

その他、線量評価値に寄与しないが、固体廃棄物貯蔵庫の線量条件ならびに第１棟、第２棟
貯蔵容量、一部の瓦礫類一時保管エリアの積上げ高さの線源条件を変更

G3エリアのタンクを線源として追加

J1エリアのタンクを線源として追加
線源条件変更したタンク
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 G3エリア及びＪ1エリアのタンクを追加させて、高低差等を考
慮して評価を実施した結果、敷地南側にて最大約8.04mSv/年
となる。

３．線量評価結果

Ｇ３エリアタンク
（約49,000m3）

直接線・スカイシャイン線
最大地点
8.04mSv/年

(うち2.16mSv/年がG3ｴﾘｱ)
（うち3.35mSv/年がJ1ｴﾘｱ）

Ｊ1エリアタンク
（約103,000m3）
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４．評価方法の変更（敷地境界の評価地点）
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：敷地境界上の評価点
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：敷地境界上の評価点：敷地境界上の評価点

①敷地境界の評価地点を１００箇所設置し、各地点に
ついて評価を実施。

・敷地境界上の変曲点等を抽出。
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５．評価方法の変更（地形の高低差を考慮）

【評価方法】
地形の高低差については，以下のとおり評価を実施。

 評価地点が線源位置より評価地点が線源位置より高い場合高い場合
上記に該当する全ての評価点については、標高のエレベーションを考
慮して評価を実施。

 評価地点が線源位置より評価地点が線源位置より低い場合低い場合
上記に該当する評価点については、標高差（エレべーション）を考慮
して評価を実施。
一部の寄与が極めて低い線源（※）については、標高差（エレべー
ション）を考慮しないものとする。

※「放射能強度が低い線源」及び「標高差が小さい線源」については、
エレべーション効果より距離による減衰効果の方が大きく、評価結果
に影響を与えない。
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６．まとめ（現状評価からの変更点）

・敷地境界線上（複数地点）を評価

・地形の高低差を考慮

・４つのエリアに分けて評価

・高低差を考慮していない

評価手法線源等の変更

・G3タンクを追加

・J1タンク追加

・一部のタンク類について線源強度を
実質的な値に見直した。

（・固体廃棄物貯蔵庫の線量条件変更）

（・一部瓦礫類の積み上げ高さ変更）

（変更後）

8.04mSv/y

－
（現状評価）

7.8mSv/y

現状評価からの変更点

※今後、準備が整い次第、実施計画変更認可申請予定。
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（参考）敷地境界で１mSv/年を超える評価点

敷地境界評価点

１mSv/年を超える評価点

タンク類からの影響が大きい

No.4

No.5
No.6No.7

No.8 No.9
No.10No.11

No.12
No.14
No.15

No.16
No.17
No.18

No.13
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（参考）敷地境界で１mSv/年を超える評価点における寄与が大きい主な線源

RO濃縮水

貯槽（１４)

０．２３

RO濃縮水

貯槽（１６)

０．２３

RO濃縮水

貯槽（１４)

０．５７

RO濃縮水

貯槽（１４)

１．１６

RO濃縮水

貯槽（１６)

０．４５

RO濃縮水

貯槽（Ｊ1)

０．２１

一時保管

エリア(T)

０．０９９

RO濃縮水

貯槽（Ｇ３)

０．３６

RO濃縮水

貯槽（Ｊ1)

０．５０

RO濃縮水

貯槽（Ｇ３)

１．３２

RO濃縮水

貯槽（Ｇ３)

２．１６

RO濃縮水

貯槽（Ｊ1)

０．５４

RO濃縮水

貯槽（１６)

０．５９

RO濃縮水

貯槽（Ｇ３)

０．３６

RO濃縮水

貯槽（Ｊ1)

０．５４

RO濃縮水

貯槽（Ｇ３)

１．０８

RO濃縮水

貯槽（Ｊ1)

１．９５

RO濃縮水

貯槽（Ｊ1)

３．３５

RO濃縮水

貯槽（Ｇ３)

２．３０

RO濃縮水

貯槽（Ｇ３)

１．９４

RO濃縮水

貯槽（１６)

０．４２
寄
与
が
大
き
い
主
な
線
源

No.10

１．４３

No.9

２．２２

No.8

４．６８

No.7

８．０４

No.6

３．９２

No.5

３．２０

No.4

１．０７

（注）下段の数値は，評価地点の線量もしくは当該線源が評価地点に寄与する線量（単位：mSv/年）
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RO濃縮水
貯槽（６)

０．１２

RO濃縮水
貯槽（１３)

０．２０

RO濃縮水
貯槽（Ｊ1)

０．７９

No.13

１．６３

RO濃縮水
貯槽（６)

０．１１

RO濃縮水
貯槽（６)

０．３０

RO濃縮水
貯槽（１５)

０．１７

RO濃縮水
貯槽（１３)

０．２５

RO濃縮水
貯槽（１３)

０．３０

RO濃縮水
貯槽（１４) 

０．１９

RO濃縮水
貯槽（１４)

０．３３

RO濃縮水
貯槽（１５)

０．３３

RO濃縮水
貯槽（１５)

０．６３

RO濃縮水
貯槽（１２)

０．３１

RO濃縮水
貯槽（６)

０．３５

RO濃縮水
貯槽（６)

０．３４

RO濃縮水
貯槽（１３)

０．３０

RO濃縮水
貯槽（Ｇ３)

０．３６

RO濃縮水
貯槽（１２)

０．３６

RO濃縮水
貯槽（１２)

０．８０

RO濃縮水
貯槽（６)

０．３３

RO濃縮水
貯槽（Ｊ1)

０．４２

RO濃縮水
貯槽（Ｊ1)

０．６３

RO濃縮水
貯槽（Ｊ1)

２．１６

RO濃縮水
貯槽（Ｊ1)

２．２６
寄
与
が
大
き
い
主
な
線
源

No.18

１．０６

No.17

２．３２

No.16

１．５２

No.15

１．８０

No.14

２．０４

No.12

３．４０

No.11

３．６７

（注）下段の数値は，評価地点の線量もしくは当該線源が評価地点に寄与する線量（単位：mSv/年）

（参考）敷地境界で１mSv/年を超える評価点における寄与が大きい主な線源


